
News release

株式会社朝日広告社（本社:東京都中央区／代表取締役 社⾧執行役員:福地 献一）は、超高齢社会を迎え、
高齢者市場へのマーケティング戦略が望まれている各企業の支援を加速させています。
その一環として、自社で開発した新規事業開発プログラム（※）AIDLを活用し、シニアターゲットの新規事
業開発サポートについて、オンラインセミナーを開催することとなりました。
※AIDL : ASAKO Innovation Design Lab.
第1部は企業の新規事業開発をサポートするための「事業開発と人材育成の両方に対応する」独自プログラム
『ASAKO Innovation Design Lab. 』について。
また、第2部ではシニアビジネス分野のパイオニアで、多くの企業のマーケティング支援に携わっている村田
裕之氏をお招きし、特にシニア市場における新規事業開発（新規市場としての進出）にフォーカスし、シニ
アビジネスを展開するにあたって気を付けるべき注目点、コツなどを対談により掘り下げていきます。
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典型的な失敗パターンに学ぶ
「シニア向け新規事業開発の秘訣はインサイトにあり?」

朝日広告社 11/12（火）無料オンラインセミナー開催

『第２部』典型的な失敗パターンに学ぶ

「シニア向け新規事業開発の秘訣はインサイトにあり?」

村田 裕之（むらた ひろゆき）
村田アソシエイツ代表。多くの民間企業
の新事業開発・経営に参画し常に時代の
一歩先を読んだ事業に取り組む一方、シ
ニアビジネス分野・高齢社会研究の第一
人者として講演、新聞・雑誌への執筆も
多数。複数企業の顧問も務める。

井上 征一郎（いのうえ せいいちろう）
朝日広告社 クリエイティブディレクター。
統合マーケティング全般のクリエイティブ、
ブランディング、コミュニケーション設計
等を担当。近年はイノベーション開発や
SDGs、地域活性化にも積極的に取組む。
ACC賞、読売広告大賞など受賞歴多数。

● ASAKO 戦略ビジネスチーム 井上 征一郎 × 村田アソシエイツ（株） 村田 裕之

『第１部』「失敗しないように新規事業を生み出すには?」
●ASAKO 戦略ビジネスチーム 井上 征一郎

●タイトル:典型的な失敗パターンに学ぶ
『シニア向け新規事業開発の秘訣はインサイトにあり?』

●主催 :朝日広告社（戦略ビジネスチーム）
●日時 :2024年11月12日（火）14:00～15:00
●申込URL: https://peatix.com/event/4160079

シニアビジネスオンラインセミナー



News release

【本件に関するご相談・お問い合わせ先】

株式会社朝日広告社
戦略ビジネスチーム:大倉、⾧田、吉田、井上
E-mail:senryaku-bt@m.asakonet.co.jp

[報道関係者様]お問い合わせ先
経営企画室:古屋、白石
Tel:03-3547-5450
https://www.asakonet.co.jp

新規事業開発プログラム
『ASAKO Innovation Design Lab. 』シニア版

①クリエイティブディレクター(CD)との共創
新規事業アイデアの開発にあたっては、幅広い業界の担当経験が豊富なクリエイティブディレクターが
サポートとファシリテーションを担当。担当クリエイティブディレクターは⾧年にわたり新規事業の
アイデア開発支援の担当経験があり、インサイト起点で心を動かす商品・サービスの提供価値づくり
や、業界の常識に縛られないクリエイティブジャンプで、ありきたりなアイデアからの脱却を可能に
します。

②独自のイノベーションフレームワークを学びながら新規事業アイデアを開発
新規事業開発のプロセスにアクティブラーニングとさまざまな対話を重ねながら取り組むことで、社内
でのイノベーション人材育成と新規事業開発のノウハウ蓄積を実現し、プログラム終了後も社内での
さまざまな知見やノウハウが活かせるような設計になっています。

③新規事業開発の前後も一貫して並走してサポート
新規事業開発の起点となるパーパス／ミッション・ビジョン・バリュー開発や、商品・サービスのコン
セプト開発、プロトタイプ開発、ネーミング、V.I.開発なども市場事業アイデアの開発と並行して行
うことが可能です。また開発した事業の市場投入後も引き続き、マーケティングやクリエイティブな
どの一貫したサポートで事業成⾧を支え続けることが可能です。

④シニアインサイトの開発
ASAKO独自のシニア調査やインタビューソリューションを活用することで、難しいと言われるシニア
世代の本音を引き出し、インサイト開発やプロトタイプ評価などが可能です。ASAKO独自のアク
ティブシニア調査の活用により、失敗しにくい新規事業開発を実現します。


